
善要轟

大阪 ア連 の音を偲んで

大阪府 アーチ リー連盟

会長  白 倉 仲 助

大阪体協の数多いスポーツ種 目の中で一番新 しt｀ 種目がアーチェリーだと思 っ
0 ● 0

ていたのが 、最早 高校 を卒業 して大学へ 入学 とい う年 数 (18年 りにな りました。

私 達が大阪 で 日本 ア ーチ ェリー場合大阪支部 とい う もの を結成 して、ァーチェ

リーを始 めたの が昭和 34年 の暮 12月 20日 で した 。

翌 35年 には数少い会員 なが ら本要 を入れねば とい う決 意を固め 、心斉橋 のヤ

マハに本部 を置 き、東京の本部 と連絡 を取 りつ ヽ去員」の制定 、会員の募 集、役員

の決定等 を しなが ら、あみ だ池の ヤ■'ハ 射場で 毎月例射会 を行し` 、性会ある毎に 、

・
各 種の大会に参 加 した ものです

一方指導普 及が急褒中の急務て島 るとい うことか ら、全国洋 弓指導 者講習会

(35年 6月 ……七塁 ケ兵諄弓場 ・高年 9月 ……橿 原神宮 仮設洋弓場 で実施 りに

参加 して 、講師にな った り、受講生 にな った りとい うめま ぐるしい勉強の上 、大

阪で も数画にわた る普及講 習会 を開催 して遅 々たる発展 に努力 した もので した。

こうした各種 の大会や講習会等の開催 を数重ねてい る中に、会員 も増加 して き

ま した。会員の増カロと共 に73容的 に も充実 11上 して、 41年 4月 か ら名称が大阪

府 アーチェ ザー違盟 こ改称 さオl、 事務局 も重 42年 に ヤマハか ら内外 アーチェ リ

ーに移転 しました。

大互換期 と前後 して、各大学洋弓部出身の会員が逐年増加 とい う一遠 をた どり、

それが 大 きな基盤 とな り刺激 とな った ことは 、まぎれ もな く大 ア連発展の大 きな

要因 であ りま した .

こうして明 f七 主 れ
"′

、1重 が始つて

'ti三
れの人達 を通 して、昭和生 れのノ、通に

渡 したのか六 7連 こ,姿 た と督.t｀ ます :

現在は底辺の広 き、 ビラ ミ ノドの頂点の高 さ、指導 や研究の深 さ、E結の強 さ

等 々を綜台的 に観 めた時 、全国・
rpト ツプを歩ん でいるのが大 ア連 だな ノ と改 めて

認識 を深 くし、意 を強 よ iし てお りますここれ |ま 一重に各 クラブ及事部等の役員

並に会員諸氏 の五t考 1句 な毒 力と相と信頼 J‐Dl弓 物 だと喜こヽ且感謝 してお ります。

ご うか アーチエリーを受す るこ、Lに よって、人:Lの 一面 を生かに しなか ら、増 ヤ大

ア連発襲 に琴 力して下きるよ うお縣いを し ご義拶 とし ます。

takeyan
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会長   :■  青 仲 Hカ

人生 :ま tiオ1る ■'ら モnま で。ヽ一生が勉強 であ る ことヽ らことか ら,L農 教 育 い ｀

う言葉が宝れ成 人教 育 社会 教 育 老ノ、大学 等が寝′ti二 な ゞ、 lL羊 を■ |こ な ってう・

1),ri跳 Pサ 、:肇 らを事T奮 し彗‐ な ″、
′
liを 111ら うと勢 力十 る も・3が・;ド 言 II多 くなっ

て きま したっ

一方機械 文明の t達 に■ t｀ 、日常 :L活 に lj lす る身体運動は 極鷹に減 少 して連

動 体柱が原因で 体力は景遺「 ―liを だ 二1)ヽ 他面栄養過書1と

'■

動 」)ア ンバ ラン

スか ら文明病 といわ れ る悩 卒中・ づン ●心薇病・ 櫻痛症・ 神経痛 等で なやま き

れ る も↓が JF‐ 常に 多 (■ り硝 碑的 ス トレスが 子臼車をか :サ てい
'3こ

と01色 t・D面

か ら実嘉Eさ れ てい ます。

そ こで 自やヽ」・シ要求として1:れ ためが4L涯 体育 で
~rの

生あ る限 l)毎 日電 らかめ

身体運動を継続 実亀す る ことが健簑と体力の増 進ばか りで な く宅涯教育 と 相ま

って人″tを 楽 し (イ ろ壌 ~め 方法 ですo箭 肉は使r)な いと退 イヒ1′ 、適度に使 う

と発達 し過度に 1竜 うと障害 をお こし議すoさ薇 その外す・ミて :こ 〕́しヽて もiFD~lじ で

'「 。 こうこ′た ことを理 事 され て早調 でラツンとつゝ で マ i′
′
、̀バ レー・ 子)ら ir)も 7

ァ :j― スホー ツ等運動 不足病解消の実行に琴 ノJさ れ てい る人 々が FB・ 加・
・)一逮

を「ここぅてい る ことは実に よろ こば しいこ とです o

私達
‐′・― チ ェリーに関係 してい る人 をはたL涯 体育 。「)一 環 と して [1常 生活に ア

ーチ ュリー を取 り入れ て毎 日 100回位 を 目標に 電に 角号を引 くとい うことが大

切で iは 11い だろ うか。

それが薫弓|き で″)ろ うとを藁射・ 1猛 的射 等の何れ であろ うと も背骨 を 1申 ば し

狗を開 き下授部 を九実 させ精 神統 一を :求 か るとい う生護 7-チ・ リー こそ い身

の健康 と体 力気 メリを増進 し、1`キ せ て技 術 を も向上させ る最 良 t/‐D方 策 だ と思いま

す。 芙行  :足 行  実行。

takeyan
テキストボックス
 １９７８年（昭和５３年）



健 康 を つ く る ス ポ ー ノ

大阪 アーチ ェリー連盟

会長  自 倉 仲 助

最近朝早 くか ら夜遅 くまで住宅の谷間を山道 を、海孝を、公園 を、そ して歩道

を トレシャッ トレバン姿て楽 しそ うに歩いた り、走 ってい る人 々を良 〈見かけま

す 。

何が人 々を走 らせ るのでしょぅか。

それ iま 色 々ち りま しょう。現代の機械文明の発達 t乗 りものの発達か ら家亮 tD

電子ヒにいた らすべて .Dも の)に よって生 した運動不足か ら抜 けだす建衰づ (シ め

ためか も知れません。

勿論それはそれて結構ですが、実は単調 な走 ることには、それ以 li tD II∫ かがぁ

るのです。最初は健康 0た めであ って も、やがて、今迄 とはちが r、 た走る世界が

で きちが って くるものです。 1,ず か 5分 か lo分 をるだけて も走る世界は存在 し̀

時間 1つ 、空間的 、肉体的、精神的……… と他の生活には 見られ ない新 らしい もう

を発見することでしょう。

それが近年各地 て行われてぃる各種のマラノンtD行 事に参′り]し て持つ Lい う意

識 を度外視 して、参加 して完走するようこびo世 界にひたってぃる。 ‐きして次の

行事に参加す るため又走 り続け る。

この至極簡単 な走 るとい う世界はをっている も。して :‐ が知 ら境地てし∫う。

私 :ま アーチ ャーの皆 さんが ランナー L河 じよぅな境地 に立 ちいたって詩つとぃ

う心理 を無に して走 ることと同 じようだ、弓討それ自身に豪 じ事を もって、弓を

射 る世界を求 めては しぃ とい う念鴨て一杯 です。

悔を開 き、背筋を伸ば し、力を引 菫しな り、矢取 りに走 ることが建嚢をつ (も
スボーンにつながら道 にならないてしょぅか。

こ)い ては各種大会に参カロして優勝に・
J―l程 達 くて も、 多 (.し 弓 tと ■ tt t楽 しむ

世界を求めて1■ しい。

takeyan
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Archery と Warming―一up

大阪府 7-チ ェ リー連摯

会長  白 き 仲 助

私達の アーチ ェリー連盟 も昨年會1立 20周年 を迎え、 記念式典と盛大な祝賀会

を行い、い よい よ安定 した軌道に乗ることが出来 ました。 20年 とい う年数 と共

に和 を基盤 とし
‐f質量共に素晴 らしt^発 疑 :)一 途 をた どってい ます。 これ も会員

諸君・D卜 摯 L暮 二号:、 1■t小 ウ贅せ t́t ■i確 会に留ID十 爾であ いすす Wa rrin絆

11‐ .1)一 t.■ :[′ itれ た 1ヽ と警 1ヽ■ 十
=

・″a r T i nttT:tr.と は体 を暖 め ら ことで、違癖運 動L:tt・ 、、

行 ヒ́難い もの だ と思い ます 3

皆 さんが i菫 転 してい る 自動 車は 二 )'′
・
ン

男子 良 (を り出す こと|ま 出来 ませえ′。 テ レ

をかけ て も、 直
′
(‐ IIは 1主 1・・ ヒ・― 卜íf

ごも電源 を ′ヽヽれ て もす (‐ itt it、 自:B貫 な

共像は現れません。

私達CD身 体 も同 じことで、長時間安静に してヽヽた状態か ら、 む|[弓 射の■警 i〔

入って も、安全 な適応は てきないのが当然で 'す 。

急に主動筋を動か して無理をすれば 自分IIは 気付かない何かつ:ぬ けて、バラ

ンスを崩 こたま 射ゝ を続
'す

るこヒにな

"ま

す.

これか らは試会は 勿論のこと、練習つ尋で も、 弓射 の前には必ず準備運動 を
'J

強 く実施 して心薇・怖隷か ら全身つ筋肉 ・神経等 に至るまで充分に市J激 を与えて、

エンデンをかけて身体を温めてか ら弓をづ くようヤ〔心がけて もらL^度 い ものてす。

準備 j駆 動の方法は、むずか し〈考えると実行 しに 〈くな りますので、学校てやっ

た徒手体操 を思ひ出 して .免 に角全体を確か り動かす とい ,こ と,場 所に よって

|ま ジ 3‐・ ングを加え、終 りに正確な素引 きを体力に応 してJ数 多 (管 ,こ ヒて準

情 31で す。

特に社会′ノ、の場合は射の一環 として考え必ず整備運動か ら入るとtヽ う習慣 を身

IIつ けて実行、実行、実行するのみです。

それ,I或 績 の向上につなが ると同時に、運動量の少いアーチ ェ リーが健康の増

強に直結す る唯一の道だ と信 じています
=

会員の音さん :〔 実行 をお願い して欄筆 し贅す。

takeyan
テキストボックス
 １９８０年（昭和５５年）



アー チ ェ リー と人 生 観

|チカ 晴 T一 チ ェリー連澱

会長 白 む ftいカ

オ リン ピックは勝つ ことよりも参加することに意義があるとい うことは、 あ■

りに も有名な言葉であ り、 人生 |ま 持つ こ Lで は な (、 努
'」

すること|て 価値が 4,ら

と言わrtて い る。

アーチ ェリー も勝つ とい う壺意識を強 (も つ よりtた tゆ まざ為練習 II弩 ぢして、

各種の大会に参考「十るこ ≒に、 1(き な価値を 電.い た 1´ 、 それ な ノ、三i裂 IIし て1l L

しう.

参な「 ヒtr、 ・ぅことは 句議長手 だけ .〕 こ上では41.チ 11=十 鍵壼 :種営等 二隅係 者彎

て0こ ヒである,持つ 七t´ うヽこ とII最 高力意義を もたせ るL 警■t′・った ■:|

めるとい うこ とに通 し,ア ー 千ェリーか ら離れて しま・` こ ヒ11■ 4′
=

何年「1か 切角青春時代なかけた
‐
'一

千 二リーを、■てな・ヽた 11シ |[!:二.て lti

としヽ うことは、そこう人 :ヽ,′、メli観 0も ち方tD違い /7・ らではないたろ うか :

発蜃途上′:,ア ー手 .1,一 ■■ :lt(1ら 最 1壼 頭打 t,1た 警
‐で′

1::=な や事な tて 、今為

こと|ま 、各 クラ ~7・ ■姿す高

'・

な学 生装ォ1■ ■キ:嬢 .〕
~「 一千 ェ ||― 撃繊悸 :li争 な

見て も頭著 た .L層 争.

純粋●アマチュ
~「 ●スボー ツとい うもうは、十仕事 う余瑶に楽 しみ を目的 七して、

練習に よって技能t'向 上につ とめ、
・
併せて′とヽ身共に健康ウ増進 を言|る こ とにら 1).

会員の皆 さん、 広い意りlで 参考Eす る たい う価値 を
'1な

く 1:書 イ認め、緩かい ノ、1[

覗係 ,D ttEて ,一 チ ェ リーを生澪楽 し (継続てきるよ・ヽなア、111観 を もってほ しい ,

takeyan
テキストボックス
 １９８２年（昭和５７年）



再 度 の 優 勝 を 念 願 し て

大阪府アーチ ェ 1)~連 露l

会長 二1 倉 仲 助

隻特―・ イ可時間いて も句甕聞いて も′しヽ豊かな鍵やかな気持の 良い疇 しさ一杯と

ぃ う響 きを与えて くれ るものです。

それだけに どんな大会であ っても震時―・ とい うことは実に至難なことである

とい うことは誰れ もが経験 してい ることであ ります。

その至難な資特―・ 弓女総合優特 (天 皇●1)整 得とt｀ う雛 業を沼和 57年度σ)

第 37卜1鳥 嗅Fl体 にお t｀ て私 it」)t'た1宥 7-子 二リー :盤 11が ザ:し :工 |‐γたJ)で あ り

ます。 lil」¬主事を41ド の二ヽ
｀
「 一千 ャ ー は ちitt」

'こ
と全府 itを 島げて喜こ` lj:l・・

万 †・ を声高 らかに唱へたい とだ、t｀ ます。

こぅした置特の影には団体参ウロの役員・ 選手 |ま 勾論の こと 宥全アーチ ヤーの

永年に互る並 々ならぬ苦 しみや勢 ′Jの 結晶の場だと確 (言 してお ります。

今年質 も再質の資時を念願して統一の とれた強い11結 の もとで、み′`なで たい

て頑張 りましよ う。

takeyan
テキストボックス
 １９８３年（昭和５８年）
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大:Fi府 アーチェ リー連盟

会長 白 台 仲 助

アマチュア ●スボー ツとい うも、〕|よ 、自ら求めてやること、練習を重ねること

によって技ヤめ向 上を言
‐
:り 、やること自体に楽 しみを

'と

いし1す も:つ であ って、十:1

習の結尋として得点が良くな り、′亡、身う健悽上1■ な織荘1を なす もtDで あ ります

ところがそ0理念 を曖 き違えて、練習をする時 ftが 少くな り、得点成績が 3:く

なったか らとい って自ら求めて始めた7-チ ェリーを :11つ てしまう者がJ卜 常に孝

tヽ 1つ が現1ltで |ユ ないでしょうか隻念至顎とい うケ11ま あ りませ′i

此 .ラ 111:4千 H:劇 lj中 た去iま:で 主絶した宥it体 市大会鳥
'1/1:と

一牧う参ケ|::1を
'1ま

す と、学生六書」。一噴躍書」とい う求嘗で学生17_千 ャーの多いこと|ま 喜:1'し い こ

とですが、切角や り出したアーチェリーを学技卒業と1司 時に :ti費 活動 .1)ア ー千ェ

リー迄 事業しないではしい t

又一設社会でや りは1し た 方々も中 itで 坐夕iす ること:う な tヽ ように句等かつ形で

練IEJと 参ウ[は一生涯続 iサ てアマスボ~ツ の理 念を活か して、お こに温か L′ ノヽ、間判

係をつ くり、争かな ′、「li観 を確立 してもらい宣い とし́ゝ うことつ:=.1う .な 事です ^

理のツボス

takeyan
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参加す ることの意義

大阪府アーチェリー連盟

会長 白 倉 仲 助

緑 したたる5月 ともなれは、全国的にアーチェリー大会のシーズンに入り、各地に

各種の大会が開催されます。

大阪府アーチェリー連盟だけでも、 4月 の大阪府フィール ド選手権大会を皮切りに、

16種 目の大会が行事予定に計画されております。

そこで重要なことは、切角自ら進んで取り組んだアーチェリーだから、出来得る限

り多くの余暇時間をつくり、度重なる練習をした上で、多くの大会に参加 して自らの

趣味を満足されることに重要な意義があります。

勝つことが出来ないから、大会に参加しないということはスポーツ精神の真髄に逆

行することになります。ところが 5月 12日 最終日の世界選手権大会日本代表選 手第一

,次選考の成績を見ますとシングルオールラウンドで1,307点 、30mで354点 というよ

うな驚異的な成績を見ますと、同じアーチャーとしてもっと良い成績を:Lし たくなり、

試合にも勝ち度くなるというのが人間の心理的状態ではないでしょうか。その心理状

態を少 しても満足させるためには、ただ漫然 とした練習で終ることなく、研究・ [

夫・指導者・努力・デスカッション等を総合した正しい練習の積重ねをしてこそこ派

な成果をあげ、自らに応 じた満足感を得られるものと思います。

ア~チ 十~の皆さん正 しい練習の努力の積重ねの上であらゆる大会に参加 して最善

を尽し、参加の意義を向上させて下さるよう念願 して止みません。

takeyan
テキストボックス
 １９８５年（昭和６０年）



大阪府アーチ ェ リー連盟の皆様ヘ

一チュ :サ ー連盟

rl 倉 仲 動

会誌の巻頭の挨拶を書 く時期になりまして又入院と言 うことになって しま tヽ

ましたが、今lFも 昨年と同様に役員を中心に会員の皆様」リー致協力と性 tヽ 1月 尋

のもとに、アー千ェ :'一 を思 う存分楽 しんでいたた くようお願い致 Lま す .

ア
　

長

府

　

会

阪大

takeyan
テキストボックス
 １９８６年（昭和６１年）



床 中 に て

大阪 撃fT―

会 長

._ll 一i豊 111

fl  夕:'  」カ

千

　

・自

勝つ為には、一言で tヽ えば気
「

;体 の一致である。気持 も:;も 身体 も 一致 して

こそ ,こ の集中か′
li llて くるもJジ てれる.頑 l14‐lな 気持を抜いて素直 な気持て議tち

い練習をすること、その練習は し/t剣 そ Jり もので試合は頑張 るとい うよ りは し

ん剣な練習を生か した リラ ックスした状態で楽しくやつて ドさいo

こんな気持でまとめて見て ドさい。

takeyan
テキストボックス
 １９８７年（昭和６２年）



筆デ・」院病

大阪府アーチェ :サ ー連盟

会長 111 倉 仲 助

『 正 射 必 中 』

信 じて精進の程をお願 い致 します

takeyan
テキストボックス
 １９８８年（昭和６３年）


